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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の自己点検評価の仕組みは、資料９－１－①－１：自己点検評価の仕組みのとおり３層で行っ

ている。まず学生の修学状況や各種アンケートなどにより学生と教員の相互理解を深め、次に各教員

が自らの１年間の活動について自己点検評価を行い、最終的に学校全体としてKTC教育評価委員会で

自己点検評価を行い、学務会議で自己点検評価の結果を受け改善に向けた施策の検討が行われ、各種

委員会で実施される。また、自己点検評価の結果は、各種アンケートの報告書、創造技術教育研究報

告書、教育成果発表会にまとめることに加え、FD研修に活用している。 

 

資料９－１－①－１ 

自己点検評価の仕組み 
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（出典 学生便覧 2012 P.31） 

 

具体的に、第１層目の学生と教員の相互確認のためには、成績・修学状況の把握、授業アンケート、

KTC総合アンケート、新入生アンケートを実施し、教育活動の実態を示すデータを収集し蓄積してい

る。成績・修学状況は、学事システムを用い学生個人の修学状況と科目ごとの合格状況を把握するこ

とができる（資料９－１－①－２：学事システム）。授業については、科目毎に授業アンケートを実

施し満足度を調査するほか、テスト問題やレポートなど成績評価のエビデンスを保存し、成績評価の

適切性を把握している（資料９－１－①－３：授業アンケート調査票）。カリキュラム、課外活動、

学習支援、施設・設備など、学校全体については、年度末に学生と教職員を対象にKTC総合アンケー

トで調査している（資料９－１－①－４：KTC総合アンケート調査票）。新入生には入学後に新入生

アンケートを実施し、新入生の状況を調査している（資料９－１－①－５：新入生アンケート調査

票）。これらの結果を基に学生と教員の間で相互理解を深めている。その他、５年毎を基本に卒業生

アンケートと企業アンケートを実施し、卒業後の状況を調査している（資料９－１－①－６：卒業生

アンケート調査票、資料９－１－①－７：企業アンケート調査票）。 
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資料９－１－①－２ 

学事システム 

 
（出典 学事システムウェブサイト） 
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資料９－１－①－３ 

授業アンケート調査票 

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 
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資料９－１－①－４ 

KTC総合アンケート調査票 

 

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 
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資料９－１－①－５ 

新入生アンケート調査票 

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 

 

資料９－１－①－６ 

卒業生アンケート調査票 

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 
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資料９－１－①－７ 

企業アンケート調査票 

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 

 

第２層目の各教員の自己点検評価は、学生との相互確認のもと自らの１年間の活動について振り返

り、「教育改善への取組とその成果」としてまとめ、教育活動の資料としている（資料９－１－①－

８：教育改善への取組とその成果サンプル）。 
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資料９－１－①－８ 

教育改善への取組とその成果サンプル 
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（出典 学務会議資料） 

 

このように収集・蓄積されたデータや資料は、校長、教務及び学生等関係所掌を中心にまとめられ、

第３層目としてKTC教育評価委員会も係って自己点検評価が行われ、その結果を受け学務会議で審議

し改善が図られている（資料９－１－①－９：組織図）。 
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資料９－１－①－９ 

組織図 

高専
校 長

教務主事 ③・⑨・⑮

学生主事 ④・⑰ ・*5

進路指導主事 ⑤・⑱

研究主事 ⑥・⑦ ・⑧ ・*1・ *2 ・ *3

電気電子工学科長

機械工学科長

グローバル情報工学科長

一般教科主任

地域連携教育センター主任 ⑩

事務局長

副 校 長
⑪ ・ ⑫

*４

①学務会議

②教員会議（全教職員）

③教務委員会

④厚生補導委員会

⑤進路指導委員会

⑥金沢高専安全委員会＊3 

⑦KTC教育評価委員会＊1

⑧創造教育研究所

⑨CDIO委員会

⑩地域連携委員会

⑪学生募集委員会

⑫国際交流委員会＊4

⑬ロボコン委員会

⑭プロコン委員会

⑮入試運営委員会

⑯ 「専」編集委員会

⑰キャンパスハラスメント委員会＊5

⑱資格指導委員会

穴水湾自然学苑部会

情報教育部会

理事会

KIT評価向上委員会 KTC教育評価委員会＊1

研究評価支援委員会＊2 顧客満足度向上プロジェクト委員会

予算編成審議会 安全衛生委員会＊3 国際交流委員会＊4 同和対策委員会

性差別防止委員会＊5 防火防災委員会 校史編纂委員会 ばっくあっぷ編集委員会

旦月会報編集委員会 資金運用管理委員会

研究支援機構

産学連携機構

法人本部

ライブラリーセンター

情報処理サービスセンター

情報基礎教育研究センター

自己開発センター

数理工教育研究センター

プロジェクト教育センター・夢考房

基礎英語教育センター

穴水湾自然学苑

カウンセリングセンター

教育支援機構

十年委員会

大 学

参事 ⑯

進路指導部会

インターンシップ部会

資格指導部会

キャリアデザイン教育部会

連携教育部会

体験入学部会

評議委員会

学園倫理委員会

学園協議会

 

（出典 教員会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

自己点検評価の仕組みが確立され、各種アンケートなど教育活動の実態を示すデータや資料を収集

・蓄積し、KTC教育評価委員会で評価され評価結果を学務会議で審議しており、評価を適切に実施す

る体制が整備されているといえる。 

 

 

観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており，それらの結果をも

とに教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，

適切に行われているか。 

（観点に係る状況） 

学校の構成員の意見聴取としてKTC総合アンケートと教員一人一人が作成する「教育改善への取組

とその成果」がある。 

本校の非常勤講師を含む全教職員を対象に年度末にKTC総合アンケートを実施し、大きく９項目の

設問を行うと共に、フリーアンサーで本校の全般に関わる意見を聴き、報告書としてまとめ自己点検

評価をしている（資料９－１－①－４：KTC総合アンケート調査票、資料９－１－②－１：KTC総合ア

ンケート報告書）。 

教員は、１年間の活動の自己点検評価として「教育改善への取組とその成果」を校長に提出してお

り、これで教育に関わる意見を聴いている。校長は、提出された内容や所要事項について意見を付し

「教育改善への取組と今年度の目標」として評価結果を教員に返している（資料９－１－①－８：教

育改善への取組とその成果）。 

 

資料９－１－②－１ 

KTC総合アンケート報告書 

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 
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学外関係者の意見聴取として十年委員会、育友会（保護者会）、GP事業の報告会、インターンシッ

プ報告会、卒業研究発表会、企業アンケート、卒業生アンケート、中学校訪問によるヒアリングなど

がある。 

学園理事会の諮問機関として十年委員会を設置し、本校と大学の教育・研究と学園の経営に関する

長期的な計画について助言を受けている（資料９－１－②－２：十年委員会規程、資料９－１－②－

３：十年委員会の開催）。 

 

資料９－１－②－２ 

十年委員会規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料９－１－②－３ 

十年委員会の開催 
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（出典 旦月会報 平成 18年 11月号 P.18-19） 

 

育友会（保護者会）に対しては、毎年６月に授業公開期間を設け、保護者に授業参観をして頂き、

本校の活動について意見を聴いている（資料９－１－②－４：授業公開）。 
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資料９－１－②－４ 

授業公開 

 

（出典 旦月会報 平成 20年 10月号） 

 

文部科学省のGP事業に選定された「16歳からの“将来の工場長”育成教育プログラムの開発と実

践」の取組として「産学連携による実践型人材育成事業」審査会を実施し、連携企業による評価を受

けている（資料９－１－②－５：連携企業による評価コメント）。同様の「５年一貫の工学・英語協

同学習とFD活動（CLE2）」の取組として「CLE2シンポジウム」を開催し、学外関係者から評価を受け

ている（資料９－１－②－６：CLE2シンポジウム）。 
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資料９－１－②－５ 

連携企業による評価コメント 

         

（出典 将来の工場長ウェブサイト） 
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資料９－１－②－６ 

CLE2シンポジウム 

 

（出典 CLE2ウェブサイト） 

 

４年生が全員参加するインターンシップでは、受入企業や保護者が参加する「インターンシップ報

告会」を開催し、学生が発表を行い受入企業や保護者から評価や意見を頂いている（資料９－１－②

－７：インターンシップ報告会）。 

 

資料９－１－②－７ 

インターンシップ報告会 
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（出典 旦月会報 平成 22年 10月号） 

 

５年生の卒業研究発表会は全て公開しており、保護者や企業が参加し、卒業研究の評価や意見を頂

いている。 

 

企業や卒業生に対しては、５年毎を基本に企業アンケート・卒業生アンケートを実施し、本校に対

する評価や意見を頂いている（資料９－１－②－８：企業アンケート、資料９－１－②－９：卒業生

アンケート）。 

 

資料９－１－②－８ 

企業アンケート 

■企業から見た金沢高専の教育の評価　年度別比較

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

加
重

平
均

値

H20 5.47 5.78 2.58 

H23（今回） 7.14 7.89 4.82 

人間性を豊かにする教育 モノづくり教育
英語と国際交流を

ポイ ントとした教育

■企業から見た金沢高専の教育の評価

39.4%

49.3%

32.4%

36.6%

29.6%

29.6% 15.5%

1.4%

2.8%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人間性を豊かにする教育

モノづくり教育

英語と国際交流を

ポイントとした教育

評価できる まあ評価できる あまり評価できない 評価できない 無回答

 企業調査に対して「企業から見た金沢高専の
教育の評価」を聞いているが、それらを見ると
全体的に高い評価を得ていたと言える。

 内容が分からないためか3つの質問共に「無回
答」が2割程度を占めていたが、それ以外を見
ると評価は高く、「モノづくり教育」では「評価で
きる」が49.3％、「まあ評価できる」が29.6％であ
り、評価できないという回答は1.4％と非常に少
なかった。

 上記に次いで「人間性を豊かにする教育」では
肯定的な意見が76.0％と多かったが、「英語と
国際交流をポイントとした教育」では「あまり評
価できない」が15.5％、「評価できない」が1.4％
でやや評価が低かった。

 この3項目は前回調査から聞いているが、評価
の変化を見ると全ての項目で前回の評価を上
回っていた。特に「英語と国際交流をポイントと
した教育」は評価としては低いものの、前回の
評価を大きく上回っていることが確認できた。

 Ｈ15にも同じような質問をしているが、その際は
「教育を評価できるか」ではなく、「教育ができ
ているか」と聞いていたため、比較は行ってい
ない。

＜10-2＞ 企業から見た金沢高専の教育の評価

■企業から見た金沢高専の教育の評価
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回答企業の40.8％が「石川県」にあり、製造業（一般・電気・
輸送用機器・精密機械）」が29.6％で最も多かった。

 回答企業の所在地は、40.8％が「石川県」で最も多く、次いで「東京都」
が26.8％、「関東（東京都以外）」が12.7％という割合であった。

 回答企業の従業員数は「100名未満」と「100名～500名未満」がいず
れも28.2％であり、「1,000名～5,000名未満」が22.5％と続いていた。

 回答のあった企業を業種で見ると「製造業（一般・電気・輸送用機器・
精密機械）」が29.6％で最も多く、「製造業（鉄鋼、非鉄金属、金属機械
）」が15.5％、「サービス業（コンピュータ・情報サービス）」が14.1％と続
いていた。

＜10-5＞ 企業調査のまとめ

7割の企業は学生がインターンシップを有効に使っていると
評価していたが、評価は以前より低下していた。

 「インターンシップ」を受け入れている企業に、学生がインターンシップ
を有効に使っているかを聞いたところ、「有効に使っている」は69.0％で
あり、31.0％は「有効に使っていない」という回答であった。

 Ｈ15、Ｈ20との比較をしたところ、Ｈ15とＨ20では約75％がインターン
シップを有効に使っていると答えていたが、今回（Ｈ23）は5ポイントほ
ど評価が下がっていた。

金沢高専の教育としては「モノづくり教育」の評価が最も高く、
「英語と国際交流」はやや低い評価であった。

 企業から見た金沢高専の評価では、「モノづくり教育」では78.9％が評
価できるという回答であり、「人間性を豊かにする教育」では76.0％で
あった。

 「英語と国際交流をポイントとした教育」の評価はやや低く、評価できる
という回答は62.0％であった。

 前回（Ｈ20）との差を見ると、3つの項目ともに前回より評価は上がって

おり、 「英語と国際交流をポイントとした教育」も評価としては低いもの
の、前回を上回っていた。

卒業生に対する評価は高いものの、「意欲」「好奇心」
「積極性」などが足りないという意見も見られた。

 金沢高専の卒業生に対する評価は高かったが、「意欲」「好奇心」が足
りないという評価や「大人しい」といった意見も見られたが、それらの傾
向は最近の新入社員全般に感じているようであった。

 入学時に専門資格を求める意見も見られたが、「基本的なコミュニケー
ション能力だけ」「基礎知識のみ」といった意見も多く見られた。そして、
新入社員の教育に関しても、社会人基礎力を身につけるという意見が
多く、企業で育てるという意識がうかがえた。

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 

 

資料９－１－②－９ 

卒業生アンケート 

■卒業生の高専の評価　卒業年度別比較

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00
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平
均

値

平成19年 6.36 4.09 6.36 

平成20年 7.50 5.56 9.00 

平成21年 4.67 4.67 7.00 

平成22年 7.38 2.00 7.62 

平成23年 5.00 2.50 4.29 

人間形成に役立った 実社会で役立っている 金沢高専に満足している

■卒業生の高専の評価

50.7%

27.4%

54.8%

35.6%

42.5%

35.6%

11.0%

23.3%

6.8%

1.4%

2.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高専で学んだことが

人間形成に役立った

高専で学んだことが

実社会で役立っている

金沢高専に満足している

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

 卒業生には金沢高専で学んだことがどのように
役立ったかを聞いているが、「高専で学んだこ
とが人間形成に役立った」では86.3％、「高専
で学んだことが実社会で役立っている」では
69.9％が肯定的な意見であった。

 高専の総合的な評価である「金沢高専に満足
している」では54.8％が「そう思う」、35.6％が
「まあそう思う」であり、合わせると90.4％が満足
しているという回答であった。

 年度別の比較を見ると、「人間形成に役立っ
た」では肯定的な意見が減少していたが、「実
社会で役立っている」ではわずかに肯定的な
意見が増加していた。

 残念ながら「金沢高専に満足している」では前
年より肯定的な意見が減少しており、Ｈ19以降
で満足という回答が最も少ないという結果に
なっていた。

＜9-2＞ 卒業生の金沢高専に関する評価

■卒業生の金沢高専に関する評価 卒業年度別比較
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回答した卒業生は「製造業（一般・電気・輸送用機器・精密機械）」
が最も多く、職種では「製造・生産技術」が15.1％を占めていた。

 回答者の会社の業種では「製造業（一般・電気・輸送用機器・精密機械）」が
最も多く20.5％であり、「サービス業（コンピュータ・情報サービス）」が8.2％、
「建設業（総合・設備工事）」が6.8％と続いていた。

 回答者本人の職種では、「製造・生産技術」が15.1％と最も多く、「コンピュー
タサービス（SE等）」が6.8％、「営業」が5.5％と続いており、「学生」も37.0％
と多かった。

 「転職経験」では「なし」が58.9％と多く、「1度転職」が8.2％、「2度転職」が
2.7％であり、「無回答」が30.1％であった。

＜9-4＞ 卒業生調査のまとめ

卒業生の9割が金沢高専に満足しているが、
満足という回答はＨ19以降で最も少なかった。

 「金沢高専に満足している」という質問では54.8％が「そう思う」、35.6

％が 「まあそう思う」という回答であり、卒業生全体の90.4％が満足
と答えていた。

 年度別の比較では、満足しているという回答は前年より大幅に減少し
てお り、Ｈ19以降では肯定的な意見が最も少なくなっていた。

高専での学びが人間形成に役立ったという回答は
8割以上であったが、前年より減少していた。

 「高専で学んだことが人間形成に役立った」という質問では「そう思う」が50.7

％、「まあそう思う」が35.6％であり、合わせると86.3％が肯定的な意見であ
った。

 「高専で学んだことが実社会で役立っている」という質問では69.9％が肯定
的な意見であった。

 「実社会で役立った」では前年より肯定的な意見がわずかに増加していた
が、「人間形成に役立った」では前年より肯定的な意見が減少していた。

改善を求める意見もあるものの、
全体的に好意的な意見が多く、

後輩を激励する意見が非常に多く見られた。

 自由記述では改善を求める意見も見られたものの、全体的に好意的
な意見が多く、高専で人間的に成長できたという意見が多く見られた。

 後輩を激励する意見が非常に多く見られ、学生時代に苦労したことが
、結果として身になっているといった意見も非常に多く見られた。

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 

 

中学校訪問や学校説明会を通して、本校の教育の実情を説明すると共に、中学校からみた本校の教

育に対する意見や、本校のイメージを聴いている（資料９－１－②－10：中学校長に対する教育・募

集等ヒアリング結果）。 
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資料９－１－②－10 

中学校長に対する教育・募集等ヒアリング結果 
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（出典 学務会議資料） 

 

以上のように、学校の構成員によるKTC総合アンケートの分析や、学外関係者毎に意見を聴取する

ことから自己点検評価を行っている。これらは年度単位で実施し状況に応じた評価をしているため、

柔軟に対応できるように、本校の教育が建学の理念である人間形成及び教育目標に合致しているか、

資するものとなっているかの視点で評価を行っている。 

本校全体の自己点検評価は３年を目処に実施しており、近年は平成21年度に実施した（資料９－１
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－②－11：平成21年度自己点検評価報告書）。 

 

資料９－１－②－11 

平成 21年度自己点検評価報告書 

 

（出典 金沢高専ウェブサイト） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

KTC総合アンケートは、非常勤講師を含む全教職員の意見を聴取している。学外関係者としては、

十年委員会、育友会（保護者会）、GP事業の報告会、インターンシップ報告会、卒業研究発表会、企

業アンケート、卒業生アンケート、中学校訪問などを通して様々な意見を聴取している。これらの結

果は、本校の教育が建学の理念である人間形成及び教育目標に合致しているか、資するものとなって

いるかの視点で自己点検評価を行っている。以上のことから教育の状況に関する自己点検・評価が、

学校として策定した基準に基づいて、適切に行われているといえる。 

 

観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織として

のシステムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じら

れているか。 

（観点に係る状況） 

本校の自己点検評価は資料９－１－①－１：自己点検評価の仕組みの通り、学生と教員の相互確認、

教員の自己点検、学校全体の自己点検の順に３層で行っている。観点９－１－①及び観点９－１－②
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で述べた通り、学生・教員の個人レベルから、各種委員会、学校全体まで様々な自己点検を行ってお

り、これらがまとめられKTC教育評価委員会で評価している（資料９－１－③－１：KTC教育評価委員

会規程）。KTC教育評価委員会の評価結果は、本校の最終審議機関である学務会議で審議され、校長

の決定を経て企画立案された施策は、教務委員会など各種委員会で実施されている（資料９－１－③

－２：金沢工業高等専門学校学務会議規程）。自己点検評価の結果は、各種報告書、創造技術教育研

究報告書、教育成果発表会資料にまとめられ全教員に配付し周知している。また必要に応じてFD研修

のテーマに取上げている。このように継続して教育を改善していくシステムを有している。 

 

資料９－１－③－１ 

KTC教育評価委員会規程 

 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 

 



金沢工業高等専門学校 基準９ 

- 354 - 

資料９－１－③－２ 

金沢工業高等専門学校学務会議規程 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 

 

具体的な改善事例として、平成21年度の学科改組とカリキュラムの見直し、GP事業への応募のため

のテーマの企画、地域連携教育センターの設置、副校長制の導入などがある。 

観点４－３－①で述べた通り平成17年度から20年度の間、全体の入学定員割れが続いており、これ

を打開するため十年委員会の提言や中学校の意見から、学生募集や広報活動の見直しを図り、国際コ

ミュニケーション情報工学科をグローバル情報工学科へ、電気情報工学科を電気電子工学科へと名称

変更を行った。同時にKTC総合アンケートの分析結果、企業からの意見、社会要請などから本校の教

育の特色である「ものづくり教育」「工学・英語協同学習」及び「キャリア教育」を重視したカリキ

ュラムに変更するための教育改革に着手した。 

３つの教育の特色に関する取組は、観点５－１－①で述べた通り「16歳からの“将来の工場長”育

成教育プログラムの開発と実施」「５年一貫の工学・英語協同学習とFD活動（CLE2）」「共同と共創
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によるキャリアデザイン教育」として文部科学省のGP事業に選定され教育の質の向上を図っている。

これらの取組はGP事業の補助期間が終了した後も継続して実施されており、「16歳からの“将来の工

場長”育成教育プログラムの開発と実施」に関する取組は、平成20年に日刊工業新聞社から「第三回

モノづくり連携大賞特別賞」を、平成21年に独立行政法人国立高等専門学校機構が主催する「平成21

年度教育教員研究集会（教育研究分野）」において「理事長賞」を受賞した。 

学生の修学状況や授業アンケートの結果から、観点７－１－④で述べた通り地域連携教育センター

で成績不振者に対する学習支援を始め、底上げを図っている。 

更なるグローバル化と学生募集の強化の観点から、観点３－２－①で述べた通り国際交流・学生募

集担当副校長を配置した。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

KTC教育評価委員会による評価、学務会議による審議、各種委員会による施策の実施と、各種の評

価の結果を教育の質の向上、改善に結び付けられるような組織としてのシステムが整備されていると

いえる。また、平成21年度の学科改組とカリキュラムの見直し、GP事業、地域連携教育センター、副

校長制など、具体的かつ継続的な方策が講じられているといえる。 

 

 

観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況） 

一人一人の教員は、自らの１年間の活動について自己点検評価を行い「教育改善への取組とその成

果」としてまとめ、教育活動の報告書を作成している（資料９－１－①－８：教育改善への取組とそ

の成果サンプル）。この報告書を基に校長と面談を行い、次年度の改善目標として「教育改善への取

組と今年度の目標」を作成し、次年度の授業改善に取り組んでいる。これらの結果を教育成果発表会

論文集としてまとめ全教員に公表することで、各教員が授業において実践した優れた教育内容につい

て、ノウハウを共有している（資料９－１－④－１：報告書）。非常勤講師は平成23年度までは任意

としていたが平成24年度からは全員必須とした。 
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資料９－１－④－１ 

報告書 

 

（出典 教育成果発表会論文集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員は自己点検評価として「教育改善への取組とその成果」を校長に提出し、校長は「教育改善へ

の取組と今年度の目標」を作成し教員に返すことで授業改善に取り組んでいる。個々の教員はそれぞ

れの質の向上を図るとともに、継続的改善を行っており、個々の教員の改善活動状況を、学校として

把握しているといえる。 

 

観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況） 

本校は「Ⅱ 目的」に示すように、現場技術者の養成を目指しており、教員の研究は、教員の専門

分野について独自に行う研究をベースに、学生と企業が参画できる研究を強く推奨している（資料９

－１－⑤－１：非常時用の大型貯水槽（玉田工業））。 
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資料９－１－⑤－１ 

非常時用の大型貯水槽（玉田工業） 

 

（出典 旦月会報 平成 24年 1月号 P.43） 
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本校の教育改善に資するため創造技術教育研究所を設置し、時代の要請に即した現場技術者を育成

するための創造技術教育の内容と技法の研究を行うことをはじめとし、実践教育科目の研究及び研究

成果の実用化の研究、教育・研究成果の公表、教育成果物の公表を行っている（資料９－１－⑤－

２：創造技術教育研究所）。創造技術研究所報告書は国立国会図書館に所蔵され、ISSN（国際標準逐

次刊行物番号）を登録している。 

 

資料９－１－⑤－２ 

創造技術教育研究所 

 

（出典 学生便覧 2012 P.135） 
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（分析結果とその根拠理由） 

学生と企業が参画できる研究の推奨や、創造技術教育研究所で活動により、研究活動が教育の質の

改善に寄与しているといえる。 

 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教

育の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

（観点に係る状況） 

本校ではファカルティ・ディベロップメント（FD活動）として、７月に「前期FD研修会」、12月に

「後期FD研修会」、３月に教育成果発表会の年３回実施し、全教職員が参加している。FD研修会では

各種アンケートの分析結果や、自己点検評価の結果から課題となったテーマについて、外部有識者の

基調講演を基に、課題解決に向けたグループ討議や発表などの研修を行っている（資料９－２－①－

１：FD研修会テーマ一覧、資料９－２－①－２：FD研修会）。 
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資料９－２－①－１ 

FD研修会テーマ一覧 

年度 日時 FD研修会・教育成果発表会 テーマ

・オリエンテーションテスト結果分析報告

・低学年の学力等の現状と対策

・グループ討議： オリエンテーションテスト結果を踏まえて、能力の多様化する学生の対策について

・教育改善への取り組みについて

・グループ討議： 少人数による見せ合い授業グループ結成→実施計画書作成

・「平成19年度　新任教職員FD研修会　（IBM人材開発講座）に参加して - まとめと感想 - 

・地域連携教育センターの活動

・発表： 「見せ合い授業実施計画」

・心の相談事例と対応について

・授業アンケート結果報告

・ものづくり技術者育成支援事業について

・ADE講習会

・「技術者を育てるということ」

・Engineering Design

・機械工学科創造実験Ⅲでの試みについて

・グループホームにおけるロボット介在活動

・サイエンスパートナーシップ　- レッツ　チャレンジ「ロボット設計」Ⅱ -

・サイエンスパートナーシップ　- Hands - Onで数学を！ -

・サイエンスパートナーシップ　

　 - 簡単「機構学」でロボットに挑戦！ - 

　 - 「模型用部品を用いたロボコン用機構学とその応用としてのロボコンの実施についての一例」 - 

・電気電子工学における新しい創造実験の概要

・機械工学における新しい創造実験の概要

・グローバル情報工学科における新しい創造実験の概要

・「産学連携による実践型人材育成事業」中間報告

・新学科がめざすもの（電気電子工学科）

・新学科がめざすもの（グローバル情報工学科）

・機械工学がめざすもの

・グループ討議： 「どのような高専にしたいか、そのために具体的に何をすべきか」

・グループ別発表： 「どのような高専にしたいか、そのために具体的に何をすべきか」

・心の相談事例と対応についてⅡ

・どのような高専にしたいか、そのために具体的に何をすべきか

・オリエンテーションテスト結果について

・金沢高専におけるFD活動の歩み

・グループ討議Ⅰ： 平成20年度アンケート調査結果を踏まえて　　　短期改善目標

・グループ討議Ⅱ： 平成20年度アンケート調査結果を踏まえて　　　中・長期改善目標

平成21年度 平成21年12月19日（土） FD研修会 ・若者を育てる： 放送大学特定特任教授　杉並師範館塾長　　村山　弘

・ - 自主性・元気・果敢な挑戦「今こそ『真』の人づくり・ものづくり」 - 

・「技術者の職業マップ」について

・KTCアンケート（総合・授業・インタビュー）結果報告

・高専の評価と今後の展望

・障害学生理解（発達障害）：障害学生支援についての教職員研修プログラムDVD

・認証評価の準備について

・グループ討議：①一般科目と専門科目の連携について、②アンケート調査結果について

・「学生が生き生きと学ぶ授業を目指して」 - 内発的動機を高める様々な手法 - 

・「意欲喚起と自学自習支援による専門教育の質の保障」

・グループ討議：「学生が自発的に取り組む授業を実施するには」

・学生が自発的に取り組む授業を実施するには

 - 英語を母国語とする工学専門教員ならびに英語科教員の取り組み - 

・企業の求める人材像と人材育成

　小島プレス工業株式会社

　常務取締役：鈴木　司、技術企画部技術支援課：長井　俊樹、
　電子技術部電子製造技術課：北村　修、人事課課長：田中　勉、人事課：寺本　泰久

・高専の取り組み説明

・「当社の人づくりと求める人材像」　小島プレス　　鈴木常務取締役

・「仕事内容と現場の中で求める人材像」　　小島プレス　　長井OB

・「仕事内容と現場の中で求める人材像」　　小島プレス　　北村OB

・KTCアンケート（総合・授業・新入生）結果報告

・「ものづくりに思うこと - 研究開発現場の経験から - 」

・「工学・英語協同学習（CLE²）の成果報告」

・「『一日一感動』の取り組みと感想」

・「Teaching Engineering using English at KTC Lessons Learned」

・「社会科における課題学習の取り組み」

・「DT科学生における携帯情報端末の利用及び英語力の調査」

・「学生が勉強する目的」

・「第22回プログラミングコンテスト参加報告『卒業研究との相乗効果』

FD研修会平成19年12月22日（土）平成19年度

FD研修会平成19年8月9日（木）～10日（金）平成19年度

FD研修会平成20年8月6日（水）～7日（木）平成20年度

教育成果発表会平成21年3月30日（月）平成20年度

FD研修会平成21年7月23日（木）～24日（金）平成21年度

平成20年度 平成20年12月24日（水） FD研修会

FD研修会平成22年7月22日（木）～23日（金）平成22年度

教育成果発表会平成23年3月29日（火）平成22年度

平成22年度 平成22年11月2日（火）、4日（木） FD研修会

FD研修会平成22年11月27日（土）平成22年度

FD研修会平成24年3月29日（木）平成23年度

FD研修会平成23年7月28日（木）～29日（金）平成23年度

 

（出典 KTC教育評価委員会資料） 
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資料９－２－①－２ 

FD研修会 

 

（出典 旦月会報 平成 23年 9月号 P.4-5） 
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３月に開催している「教育成果発表会」では、教員が授業において実践した優れた教育内容につい

て発表を行い、教員間のノウハウを共有している。また、教育成果発表会の内容は発表論文集として

まとめ全教職員に配付している（資料９－１－④－１：教育成果発表会論文集）。 

新任教職員に対しては学園が新規採用者教職員研修会を開催し、新任教員には教師学基礎講座を開

催し、「Ⅱ 目的」の理解や、教員としての資質の向上を図っている（資料料９－２－①－３：平成

24年度新規採用者教職員研修会を開催、資料９－２－①－４：「教師学基礎講座」を開講）。 

 

資料９－２－①－３ 

平成 24年度新規採用者教職員研修会を開催 

 
（出典 旦月会報 平成 24年 5月号 P.39） 
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資料９－２－①－４ 

「教師学基礎講座」を開講 

 

（出典 旦月会報 平成 23年 8月号 P.26） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教職員が全員参加で学期毎に行われる「FD研修会」「教育成果発表会」を年に合計３回、FD活動と

して行っており、組織として教育の質の向上や授業の改善に結び付けているといえる。 

 

 

観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行

われているか。 

（観点に係る状況） 

本校には、事務職員として高専事務局に６名、法人本部に52名を配置し、技術職員等として教育支

援機構に技術職員33名、大学生のSA10名、地域連携教育センターのSA33名を配置し、教育活動を支援

している。特にSAは、本校を卒業し大学に編入した学生を本校のSAとして採用しており、教育支援の

円滑性を確保している。 

高専事務局の職員は教員と同様にFD研修と教育成果発表会に参加している。法人本部の職員は、そ

の職務に応じ日本私立学校振興・共済事業団など外郭団体の研修に参加している。夢考房の技術職員
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はSD研修会を毎年実施していることに加え、新製品、新技術のセミナーや展示会に参加している。TA

・SAは基本的に本校を卒業し大学に編入した学生が担当していることから、本校の教育について理解

が深く、本校教員によって適切な指導が行われている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

事務職員、技術職員、TA・SAの教育支援者に対し、それぞれの職務に応じた研修等が行われており、

資質の向上を図るための取組が適切に行われているといえる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

本校では自己点検評価について、全校的なシステムとして取組んでおり、これまでもカリキュラム

の見直しなど、改善施策が実行されている。その中でも入学者の定員割れの打開、十年委員会からの

提言、中学校の意見を受け、本校の教育の特色を「ものづくり教育」「工学・英語協同教育」「キャ

リア教育」として教育改革に取組み、文部科学省のGP事業に３件選定されている。 

 全教員が一年間の活動の自己点検評価を校長に提出する「教育改善への取組とその成果」では教員

による自己点検評価と同時に、校長は提出された内容や所要事項を全て確認し、意見を付した「教育

改善への取組と今年度の目標」を教員に返す形で、意見疎通や自由な意見交換が行われる環境をつく

っている。 

 年３回のFD活動のうち、３月に行われる教育成果発表会では、教員が授業において実践した優れた

教育内容について発表を行い、その内容を掲載した発表論文集全が教職員に配付され、継続的な教育

改善に取組む風土が形成されている。 

 

（改善を要する点） 

教育支援者であるTA・SAに対して、教員による必要な指導を行っているものの十分とは言えず、も

う一段の資質向上を目指す仕組みづくりが必要であると考えている。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

教育の質の向上及び改善のためのシステムとして、本校の自己点検評価の仕組みは３層で行ってい

る。まず、学生の修学状況や各種アンケートなどにより学生と教員の相互理解と認識を深め、次に各

教員が自らの１年間の活動について自己点検評価を行い、最終的に学校全体として KTC教育評価委員

会で自己点検評価を行い、本校の最終審議機関である学務会議で評価結果を受けた改善施策の検討が

行われ、各種委員会で実施される。 

意見聴取は、学校の構成員に対する KTC総合アンケートをはじめ学外関係者からは５年毎を基本と

する企業アンケートや卒業生アンケート、育友会の授業参観、インターンシップや GP の報告会、中

学訪問によるヒアリングなど、多岐にわたって行われている。こうした自己点検評価のための一連の

システムの成果として、平成 21 年度の学科改組とカリキュラムの見直し、GP 事業、地域連携教育セ

ンターの設置、副校長制の導入など、具体的かつ継続的な方策が講じられてきた。教員が自らの一年

間の活動の自己点検評価を校長に提出する「教育改善への取組とその成果」は上記改善活動に活用さ

れると同時に、校長は提出された内容や所要事項について意見を付した「教育改善への取組と今年度

の目標」を各教員に返す意見交換も行われている。 
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本校の研究においては教員の専門分野をベースとしながら、学生と企業が参画できる研究を強く推

奨している。また、研究活動を教育改善に繋げるための創造技術教育研究所を設置し、創造技術教育

の内容と技法の研究をはじめとして、実践教育科目の研究及び研究成果の実用化の研究、教育・研究

成果の公表、教育成果物の公表を行っている。 

本校の FD 活動は全教職員が参加して年に３回行われ、各種アンケートの分析結果や自己点検評価

の結果から課題となったテーマを設定し、外部有識者の基調講演、課題解決に向けたグループ討議や

発表を行っている。また、新任教職員に対しては新規採用者教職員研修会を開催し、新任教員には教

師学基礎講座を開催し、教員としての資質の向上を図っている。このように本校の教育支援者には、

高専事務職員をはじめ、教育支援機構の技術職員や大学生の TA や SA、地域連携教育センターの SA

がおり、FD 研修会への参加や外郭団体の研修への参加など、それぞれの職務に応じた資質の向上に

取組んでいる。 

 


